
「であい・ふれあい・まなびあい」から
「つながりあい・ささえあい」へ

大
岡
一
〇
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
開
催
す
る
地
元
学
講
座

”「
で
あ
い・ふ
れ
あ
い・ま
な
び
あ
い
」か
ら「
つ
な
ぎ
あ
い・に
な
い
あ
い
」へ
を

テ
ー
マ
に
、昨
年
と
今
年
の
二
年
間
、大
岡
全
区
を
北
か
ら
順
に
巡
っ

て
い
ま
す
。今
年
度
は
、中
央・中
部・根
越・芦
ノ
尻・笹
久
の
五
地
区

を
探
訪
、地
域
を
歩
き
な
が
ら
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流
し
、
地

域
を
再
発
見
す
る
意
義
深
い
講
座
で
す
。各
区
を
巡
り
な
が
ら
、地

元
の
方
の
説
明
や
講
師・宮
下
健
司
先
生
の
解
説
を
交
え
て
地
域
の
こ

と
を
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
大
岡
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長 

中
村
哲
夫

10

28        
11/   6日

  

⇒

白井沢・泥平

⇒　　御陵清水

⇒大岡支所

ビデオ紹介

　　　

 　　

         石碑・石仏群｠

⇒大岡民俗資料館
縄文時代から近代の養蚕資料
道祖神や民俗資料が盛沢山

2F大会議室

 （解散）　

市後沢

玉垣・天井絵
本殿内の縁起装飾

⇒
⇒
笹久道祖神

番所跡地,  馬頭観音

開講式大岡支所

16:00頃

桐沢・南小松尾
大黒岩など

双体道祖神

見学会

おおやまづみ

ごりょう
しみず

午後

国
道
十
九
号

12

　

犀
川山清路

代い
た

至聖山
　　→

た
ら
ら
山

大黒天◆
　

平い
ら

た

　大八橋

明
う
が

よ
み

河

◆湧き水
　

　　　●道祖神　

平大岡神社

◆石祠
　

◆薬師堂
　

　　　
道祖神・馬頭観音・読誦塔

●　

二十三夜塔
◆石仏

　　

　

鷺平

東京電力
平ダム

▲

佃
だ
み

く
つ

見

長
い
わ

が
な

岩

おんぞうしばし

　佃見沢
つくだみざわ

豊葦原神社
●権現さま
　　

　　　芦ノ尻●
装飾人面
道祖神

　鹿島社●
　神武天皇様●

塩竈神社

　　　
　　道祖神

筆塚
●　

木
曽
義
仲

神
社

◆
記念碑
　

◆
庚申塔

　

《
大
町
市
》

金戸山
　▲ 　　

　東
広
津

　《麻績村》

　ケヤキ・エノキ大木　　　　　

小
と
う

っ
べ
こ

別
当

◆馬頭観音
　

地蔵菩薩
如意輪観音

◆
　

◆頌徳碑
　 至聖山

　　→

た
ら
ら
山

▲
●権現さま
　　

徳碑

◆
秋
葉
神
社

あ
き
や
さ
ま

　　　
　

◆庚申塔　

其
之
十 笹 久

おんぞうしばし

桐
さ
わ

り
き

沢

白
さ
わ

い
ら
し

井
沢

観音石仏
◆
　

◆
庚申塔
頌徳碑

　
◆

馬頭観音
　

桑
せ
き

わ
く

関

地蔵菩薩
庚申塔・石仏
◆
　

石祠
常夜塔
◆
　

　
道祖神

　
道祖神

●

●

市
ご

さ
わ

ち
い

後
沢

泥
で
え
ら

ろ
ど

平

馬頭観音
◆　◆
　

◆
　

三十三石仏群
巡拝供養塔三十三石仏群

巡拝供養塔

南
み

こ
ま
つ
お

な
み

小
松
尾

馬頭観音
　庚申塔
◆
　

野
ま
　

の

間

瀧不動

　

石祠
常夜塔  ◆
　

地蔵菩薩
庚申塔・石仏
　◆　

◆地蔵菩薩

　

◆石祠
常夜塔　
　

●

筆塚

　

●

◆
　

忠魂碑

　

◆越
ゅ
う
が
わ

ち
っ
え

中
川

●
　　　
　

道祖神　

◆   馬頭観音
　

　　　
　

 庚申塔◆　
 

　　　
　

道祖神●　
　　　
　

 馬頭◆
観音　

　
道祖神

●

　
御陵清水
石碑

　

◆馬頭観音
　
　　　馬頭観音

　

秋葉社石祠
　

●

◆

◆

◆
石仏群・地蔵菩薩
庚申塔・五輪塔など

水神石祠
　

大山祇神社
　　　
　

 稲荷社◆　

芦
し
り

の
し
あ

ノ
尻

芦
し
り

の
し
あ

ノ
尻

彼岸沢 市後川麻績川
入

り
ち
　

い

地

　山清路橋

大山祗神社

大黒岩
◆
　



1清
ら
な
沢
に
こ
め
ら
れ
た

豊
穣
の
願
い
　

◎ 

現
在
の
戸
数
四
軒
。
麻
績
村
と
大
岡
の
境
の
地

で
、
江
戸
時
代
に
は
市
後
沢
を
は
さ
ん
で
麻
績
側

の
桑
関
と
大
岡
側
の
市
後
沢
に
口
留
番
所
が
あ
り

ま
し
た
。
松
代
藩
領
大
岡
村
の
番
所
は
聖
口
と
二

カ
所
で
、
古
文
書
に
よ
る
と
番
所
七
間
三
間
の
二
一

坪
の
広
さ
で
修
復
も
た
び
た
び
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
番
所
役
人
の
手
当
は
元
禄
七
年
（
一
六
九

四
）
に
「
高
三
拾
三
石
二
斗
九
升
七
合
」
で
、
代
々

宮
島
家
が
勤
め
、
毎
日
の
出
入
り
を
管
理
し
記
帳

し
て
い
ま
し
た
。

◎
麻
績
は
御
厨
が
置
か
れ
東
山
道
支
道
が
通
り
、

都
の
文
化
の
流
入
地
で
し
た
。
平
安
時
代
中
期
の

『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
麻
続
（
麻
績
）

が
更
級
郡
に
含
ま
れ
て
い
た
記
述
も

あ
り
、
聖
山
山
麓
一
体
と
し
て
は
大

岡
側
と
を
つ
な
ぐ
地
で
す
。

◎ 

江
戸
時
代
中
期
頃
ま
で
の
古
文
書

で
は
市
後
沢
を
「
い
ち
ご
沢
」「
覆
盆

沢
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。「
覆
盆
子
」

は
「
木
イ
チ
ゴ
」
の
表
記
で
す
が
、

カ
メ
（
甕
＝
盆
）
を
覆
し
陽
気
を
強

く
す
る
意
味
が
あ
て
が
わ
れ
て
お
り
、

聖
山
の
南
北
境
界
に
あ
る
沢
に
吉
祥

を
願
っ
て
名
が
付
け
ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
後
沢

い
ち 　

 

ご　

   

ざ
わ 

集
落

麻
績
村
へ
の
境
界
を
超
え
る
と

桑
関
の
穴
水
観
音

近
く
の
家
が
水
を
利
用
し
て

豆
腐
屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。

身
体
を
つ
か
っ
て
歩
い
て
、馬
で
走
っ
て

情
報
を
伝
え
て
い
た
時
代
。

日
常
の
む
こ
う
側
か
ら
、

境
界
か
ら
や
っ
て
く
る
新
た
な
情
報
が
、

暮
ら
し
を
、活
性
化
さ
せ

日
常
を
変
え
て
い
く
。

大岡南西がわの山々

アルプス絶景地！

京
ヶ
倉

大
城

 

アル
プ
ス
の
手
前
は
生
坂
の
山
々
が
屏
風
の
よ
う
。

大
城
に
は
戦
国
時
代
丸
山
氏
山
城
跡
が
あ
る
。

引用資料『大岡村誌』より

 

境
に
植
え
ら
れ
た
杉
は
二
本

一
体
と
な
る
吉
祥
の
夫
婦
杉
。

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

市
後
沢
周
辺
の

石
仏
・
石
塔
群

◎
山
に
還
る
石
仏
さ
ま
た
ち

　

中
世
よ
り
村
落
の
境
界
と
な
っ
た
市
後
沢
周
辺

に
は
交
通
要
衝
地
の
た
め
か
今
は
山
地
に
還
り
つ
つ

あ
る
旧
道
沿
い
の
山
中
に
「
馬
頭
観
音
」
の
石
仏

が
た
いへ
ん
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
で
は

信
仰
が
途
絶
え
た
修
験
者
の
足
跡
も
石
祠
な
ど
と

し
て
残
り
ま
す
。

 

市
後
沢
の
道
祖
神
は
双
体
道
祖
神
。

馬
頭
観
音
は
文
字
を
彫
っ
た
も
の
が
多
い
。

　　西国三十三番供養塔
大岡では内花見の観音山にも札所を写しした観音
石仏群がみられますが、市後沢の旧道沿いにもあ
り、「文政八酉七月十七日當村願主渡辺新佐エ門」
とあることから市後沢在住の渡辺氏が願主を募って
1825年頃に建立したことがわかります。

２2

県
道
沿
い
に

「
市
後
沢
」を
渡
る
。

麻績方面への交通の要衝



●如意輪観音　 ●庚申塔　青面金剛像
下段に三猿を刻む

　

泥
平

ど
ろ  

だ
い
ら

集
落

　

南
小
松
尾

み
な
み  

こ   

ま
つ　

お

◎ 

現
在
の
戸
数
一
軒
。
他
の
笹
久
内
集
落
名

同
様
に
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
文
書
に

も
記
載
の
見
え
る
村
名
で
天
明
七
年
の
五
人

組
構
成
人
数
は
二
十
一
人
（
市
後
沢
を
含
む

可
能
性
）。
江
戸
末
期
に
は
市
後
沢
と
（
覆

盆
沢
）
は
南
小
松
尾
村
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎ 

旧
七
軒
あ
っ
た
現
在
の
戸
数
一
軒
（
五
年

前
か
ら
）　

江
戸
時
代
後
期
天
明
七
年
五
人

組
構
成
の
村
人
数
は
十
二
人
で
し
た
。
氏
神

は
、川
口
の
建
大
岡
神
社
の
分
社
（
諏
訪
社
）。

集
落
内
の
筆
塚
は
「
村
田
春
斎
筆
子
中　

明

治
三
十
二
年
二
月　

山
本
松
東
書
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
筆
子
（
門
下
生
）
は
大
岡
の
他
、

麻
績
、
本
郷
か
ら
も
学
び
に
来
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
建
立
し
た
弟
子
の
山
本
松
東
は
伊
那

の
人
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

集
落

 

平
成
二
十
三
年
に
長
野
市
立
博
物
館
よ
り
発
行
さ
れ
た

『
大
岡
の
石
仏
』
よ
り
。
本
は
博
物
館
で
購
入
可
能
。

集会所(旧十王堂)前

 『
大
岡
の
石
仏
』
よ
り

畑の中の
地蔵さま観音さま

小さい無銘の石で、正月７日に、その
上を正月に飾った注連縄（主にヤス）
で覆い、小屋を作る。古くなった注
連飾りはドンどやきで燃やす。以前は、
燃え終えてきたころを見計らって、前
の年に生まれた子どもの家の方向に
火を倒して子どもの健康を祈った。

◎
道
祖
神
道祖神の
古いかたち！

巨
大
な
石
積
！

山見番所跡
南小松尾の村田敬子さん敷地内
にかつて松代藩御林の山見番所
（五人扶持）があった。大石を積
んだ石垣がその面影を伝える。

仕事はじめ
に

弓矢を月の
数捧げる

山の神様！

◎
山
の
神

◎
筆
塚

建
立
銘
に
「
村
田
青
斎
筆
子
中
明
治
三
十
二
年
二

月
山
本
松
東
書
」
と
刻
む
。
村
田
忠
左
衛
門
（
青

斎
）
は
江
戸
末
期
の
武
士
で
天
保
〜
慶
応
に
か
け

て
書
・
漢
・
俳
を
教
え
た
。
江
戸
で
生
ま
れ
大
槻

盤
渓
に
師
事
し
た
。
師
の
磐
渓
は
漢
学
者
で
文
章

家
と
し
て
も
名
高
く
戦
国
大
名
の
活
躍
を
記
し
た

『
近
古
史
談
』
は
、
旧
制
中
学
校
の
漢
文
の
教
科

書
と
し
て
も
使
わ
れ
てい
た
。（
下
記
参
照
） 

　

大
槻
盤
渓
は
幕
末
・
明
治
の
儒
学
者
・
砲
術
家
で
蘭

学
医
師
大
槻
玄
沢
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
早
く
か
ら

開
国
を
唱
え
て
活
躍
。
仙
台
藩
の
藩
校
学
頭
と
し
て
戊

辰
戦
争
時
に
は
、
藩
政
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
思
想
的
影

響
力
を
持
っ
た
が
そ
の
後
は
責
任
を
問
わ
れ
投
獄
さ
れ

た
。
開
国
論
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
著

書
は
「
孟
子
解
約
」「
近
古
史
談
」
な
ど
多
数
。
一
八
五

一
年
に
は
江
川
英
龍
の
門
下
で
砲
術
を
学
ん
だ
同
門
佐
久

間
象
山
が
西
洋
式
カ
ノ
ン
砲
の
試
し
撃
ち
を
行
っ
た
が
、

磐
渓
は
こ
の
手
助
け
を
行
っ
て
い
る
。JR一ノ関駅前の大槻三賢人像

正面向かって左側の大槻磐渓。父の大槻玄
沢は「解体新書」の改訳、「重訂解体新書」
の完成など医学の進歩に貢献し日本のブラック
ジャックと言われている。三男文彦はわが国最
初の辞書「言海」を完成させた。

幕
末
の
世
界
と
大
岡

象
山
と
通
じ
て
い
た

大
槻
盤
渓
の
弟
子
が
先
生
だ
っ
た
！

3

山の神
山からの収入を得るための重要な神様で、
村田さんの家から整備された山道をたど
り、5 分程のところにある。1 月 17 日、
各家で弓に12 本（閏年は 13 本）の矢
を捧げる。そのあとは子どもたちが遊び道
具として使った。

集落の南の沢筋に南小松尾の田んぼ（８
反歩）があり、その南側に炭鉱があった。
まだ穴（坑道跡）が残っている。かつて
笹久の人など６～７人は働いていた。



３
　

御
陵
清
水

  

　

ご　
　

り
ょ
う　

し　
　

み
ず

県道沿いに卵塔、庚申塔、
五輪塔、念佛千萬返供養塔、
念仏塔、地蔵菩薩などがある。

「
御
陵
」伝
承
の
あ
る
村　

◎ 

以
前
は
二
六
軒
だ
っ
た
が
現
在
は
二
〇
軒
。
笹

久
地
区
は
石
津
組
に
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
文

書
に
も
記
載
の
見
え
る
村
名
で
天
明
七
年
の
五
人

組
構
成
人
数
は
四
十
三
人
、
大
き
く
は
大
岡
石
津

組
（
大
岡
根
越
組
）
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
の

調
査
で
は
村
人
数
一
〇
八
人
の
大
村
で
し
た
。　

◎
笹
久
地
区
は
山
尾
根
に
囲
ま
れ
集
落
は
平
地
で

す
が
水
に
恵
ま
れ
ず
た
北
側
の
山
に
た
め
池
が
つ
く

ら
れ
、
秋
葉
社
、
水
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
落

内
に
石
祠
の
鹿
島
社
を
祀
り
地
元
で
は
風
の
神
様

と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

◎「
大
山
祇
神
社
」
の
社
領
と
し
て
区
が
九
〇
町
歩

の
区
有
林
を
所
有
し
、
現
在
も
固
定
資
産
税
を

共
同
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

笹　

久

さ
さ　
　
　

    

き
ゅ
う

2

莫
惜
旧
陵
荒
棘
榛
遺
名
存

水
涌
無
限
三
冬
気
煙
猶
生

草
九
夏
風
涼
鮮
健
人
耑
价

遥
斟
誤
其
實
病
翁
為
喫
恨

非
眞
須
知
是
亦
王
孫
徳
満

孔
甘
泉
日
々
新
　
松
澤
尚
房
題
并
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
子
中

◎
筆
塚

（
お
お
ま
か
な
意
味
）

遺
名
が
存
す
る
古
い
丘
陵
が
荒
れ
て

棘
の
薮
に
覆
わ
れ
る
の
が
惜
し
い

無
限
の
三
冬
（
初
冬
・
仲
冬
・
晩
冬
）
あ
っ
て
こ
そ

と
り
も
な
お
さ
ず
気
煙
の
勢
い
を
保
ち
水
が
湧
く

草
は
九
夏
の
暑
い
盛
り
を
経
て

鮮
か
な
涼
風
が
吹
く
ご
と
く
健
や
か
に
坐
す
る

事
情
を
酌
み
恨
喫
で
弱
っ
た
老
人
の
為
に

そ
の
実
を
注
い
で
王
の
孫
の
徳
を
満
た
し
て
待
つ

美
味
し
い
甘
い
水
は
日
々
新
し
い

◆『
会
見
汝
在
棘
榛
中
耳
』 芥
川
竜
之
介

       

：「
あ
な
た
は
棘
榛
の
中
に
埋
も
れ
る
だ
ろ
う
」　

◆「
三
冬
」
潜
竜
は
に
蟄
し
て
一
陽
来
復 

    

の
天
を
待
つ
：
太
平
記
四
」

◆
気
炎
を
揚
げ
る
：
威
勢
が
い
い

　
◆
獨
自
一
人
雖
死
猶
生
：「
猶
」つ
ま
り　

　
◆「
九
夏
」
九
旬
：
夏
の
九
十
日
間　
　

◆「
耑
タ
ン
」：
坐
る 

静
坐

　
◆「
斟
シ
ン
﹈
斟
酌…

事
情
を
く
み
と
っ
て

『
長
野
県
町
村
誌
』
に
「
古
老
が
申
す
こ
と
に
は
、

大
昔
よ
り
御
陵
墓
、
聖
墓
と
称
し
て
い
る
所
が
あ

る
。径
六
尺
高
さ
三
〜
四
尺
の
石
ま
た
は
砂
を
も
っ

て
築
い
た
塚
で
あ
る
。
塚
の
場
所
は
字
池
田
に
属

「
御
陵
泉
」
石
碑
（
筆
塚
・
頌
徳
碑
）

　

建
立
銘
に「
明
治
廿
一
年
四
月
廿
一
日
刻
」の
文
字
を
刻
む
。（一

八
八
八
）
松
沢
尚
房
の
頌
徳
碑
と
し
て
筆
子
中
が
建
立
、
表

面
に
師
の
「
御
陵
泉
」
の
師
の
詩
と
書
を
刻
影
。
尚
房
は
松

沢
儀
右
衛
門
で
幕
末
〜
明
治
に
学
校
教
育
に
貢
献
し
た
。
麻

績
の
生
ま
れ
。
建
立
は
政
順
（
笹
久
分
校
）、
根
越
、
大
岡
の

学
校
教
員
。
ま
た
、笹
久
に
は
小
林
富
道
（
弥
五
兵
衛
）
が
書
・

漢
・
算
を
教
え
て
い
た
。
村
役
員
で
政
順
校
の
執
事
も
勤
め
た
。

◎
双
体
地
蔵
尊

お堂跡

◎
道
祖
神

「
笹
久
代
五
百
両
」
の
文
字
を

刻
む
仲
む
つ
ま
し
い
道
祖
神
。

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

「
五
百
両
」の
威
嚇　

◎ 

笹
久
バ
ス
停
横
に
あ
る
道
祖
神
の
裏
側
に
は

「
五
百
両
」　

左
側
荷
は
「
笹
久
代
五
百
両
」
の
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
道
祖
神
の
ご
縁
想
」「
嫁

入
り
」
な
ど
と
も
称
さ
る
道
祖
神
盗
み
の
風
習
は

繁
栄
し
て
い
る
村
か
ら
盗
っ
て
く
る
こ
と
で
繁
栄
に

あ
や
か
る
等
の
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
盗
難
防
止

の
た
め
、
道
祖
神
裏
側
に
、
代
価
（
結
納
金
）
と

し
て
高
額
な
金
額
を
書
い
て
お
く
こ
と
も
多
く
、

正
月
の
決
め
ら
れ
た
夜
に
は
他
の
村
か
ら
来
た
人

が
盗
ん
で
も
罪
に
な
ら
な
い
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

４



大岡の神社では珍しい石の玉垣。
寄進者に当時の信仰の形跡。

通
人
の
風
雅
な
好
み
が

込
め
ら
れ
た
社
殿…◎ 

「
大
山
祇
神
社
」

は
神
社
入
口
の
石
の

鳥
居
に
石
の
扁
額

が
懸
か
っ
て
い
る
が
、

地
元
で
は
「
お
宮
」

と
い
っ
て
き
た
こ
の

地
の
産
土
社
で
、

昭
和
十
六
年
に
、

集
落
セ
ン
タ
ー
の
北

に
あ
る
山
上
か
ら
現

在
地
に
移
転
さ
れ

ま
し
た
。
祭
日
は
四
月
の
第
一
日
曜
日
と
九
月
二
十

二
日
で
す
。

◎
社
殿
の
中
に
「
奉
仕
鎮
座
祭
大
山
祇
社　

紀
元

二
千
六
百
一
年　

昭
和
十
六
年
十
月
十
六
日
、
社

掌　

宮
林
」と
書
か
れ
た
棟
札
が
残
り
ま
す
。
ま
た
、

「
方
位
取
調
」（
大
正
元
年
）
と
書
い
た
木
札
や
「
稲

荷
大
神
」
の
扁
額
も
あ
り
、
笹
久
組
の
神
々
を
こ

こ
に
集
め
祀
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。。

◎
拝
殿
に
は
、
諏
訪
大
社
の
神
紋
「
梶
の
葉
紋
（
根

あ
り
梶
）」が
染
め
抜
か
れ
た
神
前
幕
が
掛
け
ら
れ
、

境
内
に
は
「
諏
訪
神
社
」の
社
号
石
碑
も
残
り
ま
す
。

◎
明
治
十
四
年
三
月
発
行
の
村
誌
に
は
「
諏
訪
社
」

と
あ
り
、
祭
神
は
建
御
名
方
命
、
八
坂
刀
賣
命
、

大
己
貴
命
が
祀
ら
れ
、
老
樹
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
塚
を
踏
ん
で
は
い
け
な
い
し
、
夜
中
に
墓
参
す

れ
ば
病
気
が
治
る
と
い
う
。
塚
上
に
は
杉
の
大
木

が
茂
っ
て
い
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
『
大
岡
村
誌
』

で
は
「
そ
の
伝
承
を
辿
っ
て
探
し
た
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
御
陵
」
の
伝
承
を
詩
的
に
現
し
碑
文
に

納
め
た
の
が
「
御
陵
泉
」の
碑
で
、建
立
時
に
は
「
御

陵
」
の
場
所
は
既
に
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
漢
詩
碑
文
の
下
地
に
み
え
る
の
は

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
盛
ん
だ
っ
た
「
陽
明
学
」

で
、
そ
こ
に
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
か
ら
建
武
の
新
政

に
か
け
て
信
仰
さ
れ
た
密
教
と
朱
子
学
に
よ
る
尊

王
の
思
想
が
下
地
に
あ
り
ま
す
。
建
武
の
新
政
権

を
建
て
た
後
醍
醐
天
皇
。
そ
の
皇
子「
宗
良
親
王
」

が
「
更
級
」
を
詠
ん
だ
句
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
聖

山
周
辺
で
は
麻
績
や
大
岡
に
滞
在
し
た
と
し
て
江

戸
時
代
初
期
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ

り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
全
国
で
大
流
行
し
た
「
宗

良
親
王
」
の
句
の
イ
メ
ー
ジ
を
郷
土
の
誇
り
に
、

人
々
が
王
の
招
魂
再
生
を
陵
墓
に
か
さ
ね
て
語
っ

て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、御
陵
は「
み
さ
さ
ぎ
」と
も
い
い
、陵
の「
さ

さ
ぎ
」
が
笹
久
の
地
名
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
「
宗
良
親
王
」
は

伊
那
の
香
坂
氏
が
庇
護
し
潜
伏
の
時
を
過

ご
し
た
。
中
世
に
大
岡
周
辺
を
治
め
て
い

た
香
坂
氏
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、

詳
し
く
は
わ
かっ
て
い
な
い
。

更
科
の
月
み
て
だ
に
も
我
は
た
だ

都
の
秋
の
空
ぞ
恋
し
き

「
奉　

上
棟　

諏
訪
神
社　

皇
祖
長
久
守
護　

手
置

帆
負
命
（
た
お
き
ほ
お
い
の
み
こ
と
）、彦
狭
命
（
ひ

こ
さ
し
り
の
み
こ
と
）
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
八

日
」
と
あ
る
の
で
、
上
棟
式
の
時
点
で
は
諏
訪
神

社
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
手
置
帆
負
命
と
彦
狭
知
命
は
共
に
工
匠
（
工
作

を
職
と
す
る
人
）
の
守
護
神
と
さ
れ
、
木
造
建
築

の
上
棟
式
（
棟
上
げ
）
な
ど
の
祭
神
。
そ
の
際
、

前
述
の
「
奉
上
棟…

」
よ
う
に
ご
神
名
を
棟
札
に

工
事
の
概
要
と
共
に
墨
書
き
し
て
お
祀
り
し
、
祝

詞
で
も
奏
上
さ
れ
ま
す
。
上
棟
祭
で
は
、
他
に
、

家
屋
を
守
護
す
る
屋
船
久
久
遅
命
と
屋
船
豊
于
気

姫
命
、
地
域
の
神
様
で
あ
る
産
土
神
を
祀
り
ま
す
。

◎
覆
屋
（
お
お
い
や　

本
殿
を
保
護
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
る
建
物
）
の
天
井
に
、土
、矢
、小
槌
、

草
鞋
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
の
梁
に
は
、

「
安
政
六
年　

八
月
大
吉
日　

當
村
中
」
と
書
か
れ

た
神
札
箱
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
本
殿
内
に
は
、
石
神
二
柱
、
自
然
石
二
体
、
反

り
の
あ
る
日
本
刀
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
山
祇
神
社 

  ４
お
お　

や
ま　

ず
み　

じ
ん　

じ
ゃ

風
雅
な

天
井
絵
！

お
お
や
ま
づ
み

◎
御
陵
清
水

風雅な拝殿の天井絵。

覆
屋
天
井
に
は

木
槌
な
ど
も
。

５
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於笹久村白井澤境下原　眺望大黒岩之図

大黒岩

    ↓
有明山

大城桐沢崩壊

↓

於笹久村白井澤望　大黒岩背景之図

　

かん のう
 

こう ひのと
 

ひつじ しん さい ご ほう ない ご じゅん　し　 の　 ず

感  応  公  丁  未　震  災 後 封 内 御 巡 視 之 図　
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き せっ けい 

青
 

木
 

雪
 

長野市松代 真田宝物館蔵

地震後２年目の嘉永２年 (1849年)
絵図の完成は、それから１～２年後。

　大岡地区を含む第３回目の巡視の時の図をまず入れ、続いて、第２
　回目、第１回目と並べられ、巡視の順番とはちがっている。

３回に分けて行われた藩内の巡視　

図
絵

長野市 松代城） 清野 二軒茶屋（赤坂の舟渡） 小森 御幣(おんべ)川
塩崎 稲荷山 桑原村本陣　柳沢量平（松代より三里余） 

田原坂峯（桑原から二十三丁） 大田原村 小田原 大花見(おおげみ)池

（田原坂峯から一里二丁五十四間） 中牧村（大花見池より二十六丁十二間）

（南牧村より一里九丁五十四間 　本日の行程　約28.6 km

一日目

第三回目の巡行　千曲市大田原～長野市大岡～信州新町牧野島方面 二泊三日　

　 嘉永２年（１８４９年） 閏４月１４日　一日目の行程　

松代

南牧村 米田和 外花見 内花見村高嚴寺　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

二日目　 嘉永２年４月１５日　二日目の行程

内花見村高厳寺 宮平 樺内村 天宗寺門前 三十五丁三十六間）
笹久村 丁十八間）
笹久（大黒岩を遠望する） 門増村（下原より壱里六丁二十四間）
石津村 町田村 和平 大田和村（門増より三十丁二十二間）
川口村安賀(やすか)（大田和より二十八丁）
日合(にちあわせ)組 北小松尾 又風

（川口村より壱里十八丁十四間）　　　　　　本日の行程　約21.5 km内花見村高嚴寺

　

まぼろしの大黒岩

桐沢から笹久への山道両岸にキタゴヨウマツの幼木がたくさん生えている。
このあたりからが大黒岩がよく見えるビューポイント。

松代藩主真田幸貫が善光寺震災の後、巡視した地。

随
行
家
老
の
記
録
資
料
よ
り

巡視行程

真
田
幸
貫



８

懐かしい写真や民具、信仰
の足跡などが盛りだくさん。

暮らしの変化に直面し猛進した時代に、これらの資料を熱心に集め伝え
た人 。々その動機の内側には千年来保ち続けてきた古い暮らしを断つこ
とへの無意識の恐れもあっただろうか。博物学は近代化へ躊躇する人々
を納得させ、なぐさめる気持ちの入れ物として近代化社会へ貢献してきた
のかもしれない。

笹久地区センター所在地

民
俗
資
料
館
の
あ
ゆ
み

　　

昭
和
三
十
年
〜
四
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期

を
境
に
、
生
活
様
式
が
変
わ
り
、
古
く
か
ら
の
農

具
や
生
活
用
具
が
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
と
す
る
機

運
が
持
ち
あ
が
り
、
県
内
各
地
で
も
「
歴
史
民
俗

資
料
館
」
が
新
築
開
館
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
岡
村
で
も
昭
和
五
十
一
年(

一
九
七
六)

創
立

二
十
五
周
年
を
む
か
え
た
大
岡
中
学
校
が
記
念
事

業
と
し
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
散
逸
が
は
げ
し
い
民

俗
資
料
の
保
護
と
管
理
の
重
要
性
を
訴
え
、
そ
の

収
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
に
、
古

い
農
具
を
教
え
よ
う
」
と
、
村
内
の
家
々
か
ら
、
お

も
に
明
治
以
後
の
農
具
類
を
中
心
と
し
た
四
〇
〇

点
以
上
の
民
俗
資
料
が
収
集
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
大

岡
歴
史
民
俗
資
料
館
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
中
央
公
民
館
二
階
で
一
般
公

開
さ
れ
た
あ
と
、
元
青
年
学
校
の
建
物
で
展
示
、

保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
安
全
な
保
管
場
所
を
つ

く
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
昭
和
五
十
四
年
度
の
事

業
と
し
て
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
高
床
式
の
二
階

建
、
除
湿
・
耐
火
構
造
の
資
料
保
管
専
用
の
建
物

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
中
学
校
・
中
央
保

育
園
・
小
学
校
の
新
・
改
築
が
あ
い
つ
ぎ
村
財
政
も

厳
し
い
な
か
、
総
工
費
四
六
〇
〇
万
円
余
う
ち
七
六

〇
万
円
は
国
と
県
の
補
助
金
で
、
あ
と
は
村
の
起

債
な
ど
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
開
館
。
七
月
か
ら
一
般

公
開
を
開
始
。
開
館
を
機
に
、
再
度
村
内
の
家
々

か
ら
歴
史
・
民
俗
資
料
を
受
け
入
れ
、
昭
和
六
十

三
年
十
一
月
現
在
の
時
点
で
、民
俗
資
料
三
〇
八
点
、

歴
史
資
料
一
二
一
点
、
そ
の
他
九
五
点
、
合
計
五
〇

〇
点
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
入
り
、
テ
ー
マ
を
も
っ
た
陳
列
の
た
め
、

研
究
協
議
会
が
設
け
ら
れ
、
県
内
各
地
の
資
料
館
・

博
物
館
な
ど
を
視
察
、
平
成
七
・
八
年
度
事
業
で

二
階
部
分
の
全
面
的
に
改
装
配
置
替
え
を
行
い
ま
し

た
。
入
口
正
面
に
芦
ノ
尻
の
神
面
装
飾
道
祖
神
の
レ

プ
リ
カ
を
す
え
、
信
仰
・
暮
ら
し
・
人
生
・
産
業
・

歴
史
・
教
育
の
順
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
や
信
仰
を
博
物
館
に
収
蔵
し
、
民
俗
資
料

館
を
こ
ぞ
っ
て
開
館
し
た
時
代
か
ら
四
半
世
紀
を
過

ぎ
、
い
よ
い
よ
現
在
は
こ
れ
ら
の
生
活
文
化
が
暮
ら

し
か
ら
消
え
去
り
伝
承
す
る
人
た
ち
も
わ
ず
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
押
し
進
め
た
近
代
化
の

暮
ら
し
が
村
の
共
同
体
の
解
体
と
も
重
な
っ
て
お

り
、
共
同
体
の
存
続
と
新
た
な
豊
か
さ
と
集
団
関

係
づ
く
り
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
多
く
が
合
併
し
経
費
削
減
の
見

直
し
を
実
施
す
る
な
か
で
、
各
地
の
民
俗
資
料
館

は
閉
鎖
が
相
次
い
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。
単
に
史

資
料
を
収
蔵
し
閲
覧
す
る
だ
け
で
な
く
、
古
い
暮

ら
し
か
ら
学
び
担
う
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
意

味
を
根
底
か
ら
振
り
返
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

大岡歴史民俗資料館

校舎の後ろの小高い丘に神社がある。現在、校庭入口に石の校門が残っている。
校庭の隅に、大きなしだれ桜の木がある。

　

明
治
五
年
に
「
学
制
」
が
敷
か
れ
、
国
民
皆
学
と
近
代
教

育
体
制
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
笹
久
学
校
（
の
ち
政
順
学
校
に

改
名
）
の
開
校
は
、村
内
で
一
番
早
い
、明
治
七
年
三
月
十
五
日
。

八
年
に
根
越
学
校
を
編
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
村
一
校
組

織
に
な
り
、
笹
久
組
の
共
有
地
は
笹
久
派
出
所
と
な
り
ま
す
。

「
小
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
た
十
九
年
以
後
、
小
学
校
は
尋
常
・

高
等
の
二
段
階
に
分
け
ら
れ
尋
常
科
は
義
務
教
育
に
。
明
治
四

十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
新
築
の
笹
久
分
校
が
開
校
。

戦
後
は
樺
内
本
校
と
和
平
・
北
小
松
尾
・
笹
久
・
根
越
の
四

分
校
で
新
学
制
を
発
足
。
分
校
の
統
廃
合
を
進
め
る
国
の
政

策
も
あ
っ
て
、
昭
和
四
十
七
年
に
笹
久
分
校
は
、
大
岡
小
学
校

に
統
合
さ
れ
、
そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

◎
大
岡
小
学
校
笹
久
分
校
跡

村
内
で
一
番
早
い
、
明
治
七
年
に
開
校
！
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